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イオン交換反応により炭酸イオンを固定する鉱物の⽣成機構
Research Project

Project/Area Number

12740298

Research Category

Grant-in-Aid for Encouragement of Young Scientists (A)

Allocation Type

Single-year Grants

Research Field

Petrology/Mineralogy/Science of ore deposit

Research Institution

Kanazawa University

Principal Investigator

佐藤 努   ⾦沢⼤学, ⾃然科学研究科, 助教授 (10313636)

Project Period (FY)

2000 – 2001

Project Status

Completed (Fiscal Year 2001)

Budget Amount *help

¥1,900,000 (Direct Cost: ¥1,900,000)
Fiscal Year 2001: ¥500,000 (Direct Cost: ¥500,000) 
Fiscal Year 2000: ¥1,400,000 (Direct Cost: ¥1,400,000)
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Research Abstract

本研究では、海洋地殻の3割を越えるとされる超塩基性岩の変質により⽣成するマグネシウム炭酸塩、特に炭酸イオンをイオン交換反応により結晶構造内に取り込むことのできるハイドロ
タルサイト族鉱物の⽣成機構を明らかにし、地球表層部における炭酸イオン固定や⼆酸化炭素の循環に及ぼす影響を評価することを⽬的とした。そのため、昨年度の千葉県、徳島県、愛
媛県、オマーンに引き続き、北海道幌満かんらん岩を調査し、地質調査および試料、(⽔、岩⽯、⼟壌)採取を⾏うとともに、雰囲気制御(⼆酸化他酸素分圧)鉱物変質実験装置による反応実
験を継続した。その結果、超塩基性岩の⾵化や蛇紋岩化に伴う間隙⽔の⾼アルカリ化により、ハイドロタルサィト族鉱物は容易に⽣成し、溶存炭酸イオンはその⽣成によって固定化され
ることが判明した。また、⽣成時に他の陰イオンを取り込んだハイドロタルサイト族鉱物が形成しても、炭酸イオンに対する⾼い選択性から、⽣成後もイオン交換反応によって溶存炭酸
イオンを固定可能であることが、雰囲気制御鉱物変質実験装置による実験から明らかとなった。間隙⽔の⾼アルカリ化は、⻲裂に産するブルース⽯の⾵化溶解、または透輝⽯等の含Ca塩
基性鉱物の蛇紋岩化によるCaの溶脱によるもので、Mg・Feかんらん岩の⾵化、溶脱のみでは⾼アルカリ化せず、単にMgの溶出と鉄酸化・⽔酸化物の⽣成にとどまることも判明した。以
上のことから、今後、グローバルな炭素循環を考える場合、海洋底に露出して海洋⾵化に曝される超塩基性岩の分布やその蛇紋岩化の程度、海洋底下における極低温蛇紋岩化作⽤の有
無、間隙に産するブルース⽯の含有量などの評価が重要であることが明らかとなった。
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